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編集方針

本レポートは、当社の「事業活動を通じて社会に貢献していく」という姿勢を幅広
いステークホルダーの皆さまに、より明確にお伝えすることを目的にESG（環境・社会
・ガバナンス）全体の取組みについて報告しております。

環境報告ページでは、可能な限り定量的なデータを開示しており、社会やガバナン
スページでも、適時・適切な情報開示に努めております。

発行時期

発 行 : 2024年 3月
次 回 : 2025年 2月

報告範囲

対象組織 : 株式会社 斎藤英次商店
対象期間 : 2023年度（2022.11～2023.10）

参考にしたガイドライン

・環境庁「環境報告ガイドライン（2018年版）」
・ISO26000「社会的責任に関する手引き」

作成部署・お問合せ先

株式会社斎藤英次商店
イノベーション推進部

TEL：04-7186-6701 FAX：04-7186-6702
URL：https://www.saito-eiji.co.jp
E-mail：support@saito-eiji.co.jp
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ミッション・ビジョン

ミッション（企業理念）

ブランドビジョン

物の価値と心の価値をつなぎ、
「できてよかった」の幸せで世界を豊かにします。

知性とセンスで環境問題を解決へと導く
「スマートなリサイクルカンパニー」

ミッション・ビジョン
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行動規範

環境に対し「何かしなきゃ」というお客様の思いを、「できてよかった」 に変える。
そのために、当社ができることは何か。



Zero Waste

廃棄物のない社会を目指して

私たちは、世界規模の資源循環をにないます。
そのために、誰でも簡単に楽しくリサイクルできるようにします。

Zero Carbon 

温室効果ガスを排出しない社会を目指して

私たちは、脱炭素型の資源循環ビジネスモデルを創造します。
そのために、デジタル技術や再生可能エネルギーを活用します。
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トップメッセージ

Vision2046

“ZERO WASTE” 
“ZERO CARBON”

経営方針



2023トピックス

社員インタビュー
Q ： Zero Waste Zero Carbonに向けて64期でできたこと、浸透率

イノベーション推進部部長 藤永大貴

ゼロカーボン・ゼロウエイストを目標として掲げていましたが、会社での達成度
やその影響を内外へ発信することができず、目標に取り組んだことによる会社への
付加価値を付けることができませんでした。

斎藤英次商店ではゼロカーボンの目標のためにほとんどの営業所で非化石証書付き
電力を使用しており、手間と費用がかかるため難しい挑戦でしたが、今期は土気営
業所で太陽光パネルの設置を達成することができました。

また数年前まではお客様の持込分を回収しきる余裕がない営業所もありました
が、現在では回収ボックスの強化を通じて利益を追求しない民間の小規模回収も積
極的に行うことができています。

目標に対する会社全体の意識は年単位ではかなり変化しており、ゼロウエイストの
考え方が浸透しているからこそこのような取り組みを通して目標を無意識に体現で
きるようになっています。

イノベーション推進部 ブルッケ雅典那

2年ほど前に中国が廃棄物輸入をやめたタイミングからベトナムとインドネシア
をターゲットにして直貿を準備していましたが、製紙会社を調べるところから開始
して今期初めてベトナム・タイに残紙と古着を輸出することができました。

タイでは古着を輸出したのち、回収したままではゴミになってしまう古着を加工し
てさらにアフリカに輸出し再利用しています。

海外は規模感が大きく一度の輸出で大量の古着を求めていることから、今まで営
業時間内のみ設置していた営業所の古着回収BOXを24時間受入可能としました。
その結果、回収BOXがより便利に利用できることにも貢献できました。

2023年トピックス
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マーケティング部部長 服部亮司

近年ゼロ・ウエイスト、ゼロ・カーボンを目指す動きが盛んになり、世間ではゴ
ミの分別が当たり前のように行われている状況にはありますが、一人一人がさらに
細かく分別を行うことにより、今までゴミとして捨てられていたものでも資源に変
換させることができます。

例えば、一般に捨てられている可燃ゴミをさらに分別することで 「雑がみ」と
「プラスチック」に分けられればゴミとして燃やす必要がなくなるため、各自治体
との対話や連携を増やしてゴミの分別･持込についての実現可能性について共有し、
弊社が生活者からの問い合わせを積極的に引き受けられるような体制の構築を進め
てきました。

また、ゴミ自体を減らすためには、これまでのリサイクルやリユースをさらに活
性化させる必要があり、排出者にとって負担や苦痛となりかねないリサイクル活動
が容易に楽しくなるような環境や設備を創り、整えるための継続的なリサーチと考
察や啓蒙活動も必要です。これらの一環として買い物ついでにリサイクルに貢献す
ることができる古紙や古着の回収BOXをスーパーマーケット、コンビニエンススト
ア、ホームセンター等の敷地内に設置させていただくことでリサイクル手段の新た
な選択肢を提供するなど、ライフスタイルの変化にも寄り添うカタチで社会のリサ
イクル活動の促進を図ってきました。

再生資源事業部流山営業所所長 坂本直之

流山市からリサイクル推進店の認証を受け、流山市の公式ウェブサイトで流山営
業所の取り組み内容が紹介されます。

市民への情報発信が強化され、資源物の持ち込みが期待されます。持ち込まれる資
源物の量が増加するほど、ゼロウェイストへの貢献度も向上します。今後は、受入
れ強化に重点を置いて、より多くの市民がリサイクルを利用できる環境を整えてい
く予定です。

また、ゼロカーボンへの取り組みにおいては、省エネルギーやエネルギー効率向
上に焦点を当て取り組んでいます。
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売上高 売上総利益

従業員男女比率従業員数

財務・非財務ハイライト
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2022年～2024年の目標

基本方針
持続的な環境問題解決へ向け課題を明確にし、それぞれの課題に対して具体的な目標を設定
しております。課題解決のために定期的な計測、状況を把握・分析することで継続的な改善
を行います。2021年度から新たにCO2排出量計測に関する項目を設定しました。

項目 目標 実績

CO2排出量 2021年比10％削減 2021年比2.7％増加

再生可能エネルギー率 10％以上 87％

生産量対燃料消費 前年比100％以下 前年比100.7％

燃料使用由来CO2排出量 前年比100％以下 前年比105.9％

環境美化活動参加人数 前年比100％以上 前年比105％

環境活動の目標

目標・実績

SDGs達成に向け、環境・社会・経済の3側面において具体的な
取り組みのある、または取り組む意欲のある企業・団体等を対象
とした『ちばSDGsパートナー』に登録しています。

自社内での取り組みのみならず、本制度と連携し外部企業と協
同での環境貢献商材開発や、リサイクル機会のマッチング、セミ
ナー等を通した意見交換による環境貢献意識の共有などを実施し
ていきます。当社の取り組みについては、HPやSNSなど様々な媒
体を通じ幅広く皆さまにお伝えしていく所存です。

ちばSDGsパートナー

［ちばSDGsパートナー 304号］
千葉県PRマスコットキャラクター チーバくん



営業所使用エネルギー

購入電力量 1,107,079kwh
太陽光発電量 （2023/10よ
り）

車両燃料

軽油・ガソリン 501,016ℓ

ＣＯ２排出量

電力由来 59,720kg-CO₂
軽油･ｶﾞｿﾘﾝ由来 1,311,061kg-CO₂
総排出量 1,446t-CO₂

廃棄物量

産業廃棄物 16,280kg

製紙会社 再生処理工場

投入 排出
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生産活動におけるマテリアルフロー

マテリアルフロー

輸送（運送店）

加工・梱包
（営業所）

回収
（自社）

再生資源・有価物
（古紙・廃プラ等）

代
納

業
者
等
持
込

2023年度実績
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基本方針
斎藤英次商店は顧客・従業員・地域社会などの利害関係者の立場を踏まえ、正確な情報開示
ならびに透明性の向上に努めております。公正かつ迅速な意思決定を行い健全な経営に取り
組むために取締役・監査制度を設けており、それらをより強化することで、コーポレート・
ガバナンスのさらなる充実を図ります。

項目 目標 実績

平均歩引き率 1％以下 0.71％

平準納入 95％以上 93.5％

クレーム件数 29件以下 24件

故障数 70件以下 93件

品質教育訓練 102回以上 82回

委員会活動実績

個人情報保護委員会

品質管理委員会

11

基本方針
1．古紙をより高く買いより安く売るために全力を尽くします。
2．顧客のリサイクルを容易にする研究開発を行います。
3．顧客満足の絶え間ない工場を目指し、顧客価値を高める製品・サービスの継続的改善を
 実施します。

4．品質管理は、商品・サービスだけではなく、接客、収集運搬、計量、事務、などを範囲
 にします。
5．この品質方針を達成する為の、品質目標を設定し、進捗管理を行います。

全社員は品質向上及び目標を理解し、顧客満足を獲得するようそれぞれの役割を実行します。
全社員は品質管理手順書を実施します。
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基本方針
職場における従業員の安全と健康を確保、快適な職場環境を形成するために労働災害の防止
基準の確立、責任体制の明確化、自主的活動の促進の措置を推進しています。

項目 目標 実績

平均所定外労働時間 45時間以下 20.62時間

ドライバー平均所定外労働時間 100時間以下 30.26時間

平均有給休暇利用率 50％以上 41％

連続休暇取得率 70％以上 22％

BMI 32.25以下 25.19

事故労働災害数 36件以下 41件

5S活動とは
5Sとは職場環境改善のために「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾（しつけ）」の5つの
観点から行われる取組や活動を意味します。古くは工場や病院などで取り入れられていまし
たが、今やさまざまな業種で5S活動が推進されています。
まずは「整理」「整頓」「清掃」の3つを行うことで、私たちの働いている環境を改善しま
す。不要なものを処分し、置き場を決めることで、作業効率向上や安全性の確保が期待でき
ます。

安全衛生委員会

5S委員会



弊社では環境教育活動として、主に小学生を対象とした「ecoアカデミー」を開催
しています。

子どもたちに、身近なところから環境貢献に参加できることやリサイクルの楽しさ
を知ってもらうため、ワークショップやセミナーなどの教育普及を行っています。

2023年は様々な外部イベントに呼んでいただき、また念願だった出前授業を、北
茨城市の小学校にて行うことができました。
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リサイクル教室

紙リサイクルの過程を簡単なクイズを交えた講義で学んだ後、実際に使用済みの
コピー用紙を溶かし、再生紙のポストカードを制作していただく「紙漉き」を体験
していただくことができます。

2024年は、「紙漉き」をもっと楽しく！をモットーに、子どもから大人まで楽し
めるワークショップを開催予定です。

ecoアカデミーへの参加をきっかけに
環境やモノの廃棄について、皆さんと
一緒に様々な観点から考えていきたい
です。

環境教育 ecoアカデミー



商 号 株式会社 斎藤英次商店

所 在 地 千葉県柏市柏6-1-1 流鉄柏ビル3F

連 絡 先 TEL 04-7186-6701 FAX 04-7186-6702

創 業 1946年3月1日

設 立 1959年11月17日

資 本 金 1億5,700万円

役 員
代表取締役：斎藤 大介
取締役：斎藤 元司、森塚 伸
監査役：斎藤 英三

従 業 員 136名（2023年12月時点）

事業内容

1.製紙原料及び製袋原料の販売
2.和洋紙類の販売
3.一般廃棄物再生にかかる事業
4.産業廃棄物収集運搬
5.一般廃棄物収集運搬
6.一般貨物運送業
7.前各号付帯する一切の事業
8.袋詰め等軽作業・手作業の請負（内職業務）

全国製紙原料直納商工組合 ／ 関東製紙原料直納商工組合 ／

各市町村再生資源組合 ／ 各市町村商工会議所 ／

NPO法人 かしわ環境ステーション ／ 千葉県古紙問屋協議会
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会社概要

所属団体・組織



本社 〒277-0005 千葉県柏市柏6-1-1流鉄柏ビル3F

柏沼南営業所 〒277-0922 千葉県柏市大島田2丁目18-3

流山営業所 〒270-0132 千葉県流山市駒木518

松戸営業所 〒270-2232 千葉県松戸市和名ヶ谷954-7

船橋営業所 〒273-0047 千葉県船橋市藤原3-19-15

千葉営業所 〒264-0031 千葉県千葉市若葉区愛生町23

土気営業所 〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台2-1-6

北茨城営業所 〒319-1556 茨城県北茨城市中郷町日棚644-95

土浦営業所 〒300-0013 茨城県土浦市神立町3881－1

牛久営業所 〒300-1231 茨城県牛久市猪子町989-2

取手営業所 〒300-1544 茨城県取手市山王1474

内職市場
柏の葉キャンパス店

〒277-0871 千葉県柏市若柴267番地1中央182街区7

内職市場
土気緑の森店

〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台2-1-6 
（斎藤英次商店 土気営業所内）

内職市場
土浦店

〒300-0013 茨城県土浦市北神立町7-8
（斎藤英次商店 土浦営業所内）

事業所一覧
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